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特集「ダイバーシティ社会に向けたコラボレーション支援と
ネットワークサービス」の編集にあたって

金井 秀明1,a)

近年，社会構造の少子高齢化，産業構造のグローバル化

にともない，高齢者，障がい者や健常者も含めた多様性の

受容と促進したダイバーシティ社会の構築が求められてい

ます．その実現には，多種多様な人が参加し，連携しする

ための環境整備のほかに，それらを支える高度で工夫され

たコラボレーション支援技術や質の高いネットワークサー

ビスが不可欠である．現在，コンピュータや通信機器など

急速な発展とその利用環境変化，情報メディアの多様な発

展など社会における情報通信環境が変化し続けています．

ネットワークを介した情報共有が多様な人々の創造的活

動をつなぎ発展させる原動力として期待され，ダイバーシ

ティ社会の構築に向けた情報通信環境が整えられつつあり

ます．

そこで，私たちの社会・地域，日常生活，ビジネス，教

育・学習などさまざまな場面を，より豊かで快適にし，多

種多様な人が参加し，連携を考慮したコラボレーションシ

ステムやネットワークサービスの研究開発および社会的実

践や社会実装の推進が必要である．本特集は，これに関連

する研究論文を，時宜を得て迅速に一括掲載することによ

り，社会に成果を公開し，グループウェアとネットワーク

サービスに関する研究のいっそうの発展に寄与することを

目指した．

本特集号には，24件の論文が投稿され，2016年 4月に

第 1回編集委員会を開催し，投稿論文が特集号のテーマに

合致しれいるかを審議し，24件を対象として査読を開始し

た．2016年 6月に第 2回編集委員会を，2016年 9月に第

3回編集委員会を開催し，慎重な審議の結果，最終的に 10

件の論文を再録した．採択率は約 42%であった．採択論

文の内容は，医療支援，組織知の共有，会議の活性化など

グループインタラクション支援に関するもの 5件，ネット

ワーク効率化，3Dチャット，多言語支援などネットワーク

サービスに関するもの 3件，社会的実践を含んだ災害支援

に関するもの 2件である．コラボレーション支援技術の高

度化や質の高いネットワークサービスの実現につながる優
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れた論文を多数掲載することができた．今回残念ながら不

採録になった論文の中にも興味深い内容の論文が多くあっ

た．著者の皆様には，ぜひとも研究を継続していただき，

再投稿されることをお願いしたい．

最後に特集号を編集にあたり，優れた多数の論文を投稿

していただいたすべての著者の貢献にお礼を申し上げた

い．また，予定どおり発刊できたのは，多忙の中，短期間

の査読に協力いただいた査読者の方々，江木啓訓，井上亮

文，両幹事をはじめとする編集委員，学会関係者の多大な

ご尽力のおかげであり，ここに心から感謝申し上げたい．
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